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本報告書は平成 年度－平成 年度科学研究費補助金（萌芽研究 「通級指導教室に14 16 ）

おける言語障害児への生活充実指向型教育支援プログラムの構築」の成果をまとめたもの

です。

標題にある「生活充実指向」とは、子どもの障害の改善、能力の向上にのみ目を向ける

のではなく、子どもの暮らしを見つめ、子どもの暮らしやすさ、居やすさ、ひいては暮ら

しの充実を目指すことをいいます。

言語障害教育は言語症状の改善に向けた言語指導を主要な仕事の一つにしてきました

が、症状の改善が困難な場合も含め、子どもに必要な支援は必ずしもそれのみとは限りま

せん。通級指導教室は、言語に障害のある子どもの日々の暮らしをいかに支えることがで

きるのか・・・。このような発想から本研究は生まれました。

言語症状の改善、言語能力の向上に向けて取り組むということは、発想としても捉えや

すく、これまでに得られた知見、提唱された指導方法は数多くあります。しかし、暮らし

の充実に向けた支援ということに関しては、特に「症状の改善の可能性もある 「通級と」

いう限られた時間の指導」という特色を持つ言語障害教育においては、これまでのところ

議論に乏しいのが現状です。

本研究は、言語に障害のある子どもの暮らしの充実を目指す支援を、通級指導教室にお

いて構築していくための突破口となればと思い企画しました。従って、本報告書は成果報

、 。告というよりも 今後の研究・実践の視点を提供するという性格の強いものとなりました

本報告書が今後の活発な議論の礎になれば幸いです。

今回の取り組みにご協力いただいた皆様に深く感謝申し上げますとともに、今後も多く

の皆様からご支援・ご助言いただけますよう祈念する次第です。

平成１７年３月

研究代表者 牧野 泰美

独立行政法人

国立特殊教育総合研究所

企画部
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